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１１.. 平成平成2233年年33月期月期 中間決算中間決算 主要な経営指標等の推移主要な経営指標等の推移

連結経営指標等連結経営指標等

43.3643.36

480480

1,0001,000

132,000132,000

自自 平成平成2222年年44月月11日日
至至 平成平成2323年年33月月3131日日

第第6363期期
（連結業績予想）（連結業績予想）

706706

897897

△△1,7261,726

△△383383

△△1,9591,959

32.832.8

32.1332.13

1,205.761,205.76

40,44640,446

13,25413,254

355355

973973

131,938131,938

自自 平成平成2121年年44月月11日日
至至 平成平成2222年年33月月3131日日

第第6262期期
連結累計期間連結累計期間

12.4112.412.202.2023.6723.6746.1946.1911株当たり四半期株当たり四半期

（当期）純利益金額（当期）純利益金額 （円）（円）

－－－－△△752752854854営業活動によるキャッシュ営業活動によるキャッシュ

フローフロー （百万円）（百万円）

32.032.031.831.8－－－－自己資本比率自己資本比率 （％）（％）

－－－－1,0131,013△△701701財務活動によるキャッシュ財務活動によるキャッシュ

フローフロー （百万円）（百万円）

－－－－△△8686△△426426投資活動によるキャッシュ投資活動によるキャッシュ

フローフロー （百万円）（百万円）

－－

－－

－－

－－

－－

260260

789789

67,00567,005

自自 平成平成2222年年44月月11日日
至至 平成平成2222年年99月月3030日日

第第6363期期
第第22四半期四半期

連結累計期間連結累計期間

自自 平成平成2222年年77月月11日日
至至 平成平成2222年年99月月3030日日

自自 平成平成2121年年77月月11日日
至至 平成平成2121年年99月月3030日日

自自 平成平成2121年年44月月11日日
至至 平成平成2121年年99月月3030日日

会計期間会計期間

3073079595685685経常利益経常利益 （百万円）（百万円）

33,25233,25233,88233,88269,11569,115売上高　　　　　　　　　　　（百万円）売上高　　　　　　　　　　　（百万円）

13,32213,32213,43913,439－－純資産額純資産額 （百万円）（百万円）

1361362424514514四半期（当期）純利益　　（百万円）四半期（当期）純利益　　（百万円）

1,212.001,212.001,222.381,222.38－－11株当たり純資産額株当たり純資産額 （円）（円）

41,68841,68842,28442,284－－総資産額総資産額 （百万円）（百万円）

692692710710－－従業員数従業員数 　　　　　　　　　（名）　　　　　　　　　（名）

1,0721,072773773－－現金及び現金同等物の現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高　　（百万円）四半期末（期末）残高　　（百万円）

第第6363期期
第第22四半期四半期

連結会計期間連結会計期間

第第6262期期
第第22四半期四半期

連結会計期間連結会計期間

第第6262期期
第第22四半期四半期

連結累計期間連結累計期間

回次回次
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２２.. 平成平成2233年年33月期月期 中間決算財務中間決算財務諸表諸表

①① 四半期連結四半期連結貸借貸借対照表（平成対照表（平成2222年年99月月3030日現在）日現在）

40,44640,446

13,25413,254

164164

13,09013,090

27,19127,191

1,9361,936

25,25525,255

40,44640,446

11

13,55613,556

26,88926,889

金　額金　額

前連結会計年度末に係る前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表要約連結貸借対照表

（平成（平成2222年年33月月3131日）日）

100.0%100.0%

32.7%32.7%

0.4%0.4%

32.4%32.4%

67.2%67.2%

4.8%4.8%

62.4%62.4%

100.0%100.0%

0.0%0.0%

33.5%33.5%

66.5%66.5%

構成比構成比

+1,242+1,242

++6868

--104104

++172172

+1,174+1,174

++255255

+918+918

++1,2421,242

--11

--7676

++1,3191,319

増減額増減額

32.3%32.3%13,48013,480Ⅱ　固定資産Ⅱ　固定資産

67.7%67.7%28,20828,208Ⅰ　流動資産Ⅰ　流動資産

（資産の部）（資産の部）

0.0%0.0%－－Ⅲ　繰延資産Ⅲ　繰延資産

構成比構成比金　額金　額

（負債の部）（負債の部）

100.0%100.0%41,68841,688資産合計資産合計

52.6%52.6%2,1912,191Ⅱ　固定負債Ⅱ　固定負債

62.8%62.8%26,17326,173Ⅰ　流動負債Ⅰ　流動負債

（純資産の部）（純資産の部）

68.0%68.0%28,36528,365負債合計負債合計

0.1%0.1%6060Ⅱ　評価・換算差額等Ⅱ　評価・換算差額等

31.8%31.8%13,26213,262Ⅰ　株主資本Ⅰ　株主資本

32.0%32.0%13,32213,322純資産合計純資産合計

100.0%100.0%41,68841,688

当第当第22四半期四半期

連結会計期間末連結会計期間末

（平成（平成2222年年99月月3030日）日）

負債純資産合計負債純資産合計

（単位：百万円）（単位：百万円）

平成平成2233年年33月期月期 中間決算及び事業報告中間決算及び事業報告
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②② 四半期連結四半期連結損益損益計算書（平成計算書（平成2222年年44月月11日～平成日～平成2222年年99月月3030日）日）

--254254

++222222

--3333

++108108

--2929

++104104

--5252

--224224

++276276

--118118

++158158

--2,2692,269

--2,1102,110

増減額増減額

0.9%0.9%6136130.9%0.9%646646税金等調整前当期純利益税金等調整前当期純利益

0.3%0.3%1781780.1%0.1%7070Ⅶ　特別損失Ⅶ　特別損失

14.4%14.4%9,6799,67913.8%13.8%9,5219,521売上総利益売上総利益

85.6%85.6%57,32557,32586.2%86.2%59,59459,594Ⅱ　売上原価Ⅱ　売上原価

100.0%100.0%67,00567,005100.0%100.0%69,11569,115Ⅰ　売上高Ⅰ　売上高

売上比売上比金　額金　額売上比売上比金　額金　額

0.8%0.8%5465460.4%0.4%270270営営 業業 利利 益益

13.6%13.6%9,1339,13313.4%13.4%9,2519,251Ⅲ　販売費及び一般管理費Ⅲ　販売費及び一般管理費

0.2%0.2%1141140.2%0.2%166166Ⅴ　営業外費用Ⅴ　営業外費用

0.5%0.5%3573570.8%0.8%581581Ⅳ　営業外収益Ⅳ　営業外収益

0.0%0.0%220.0%0.0%3131Ⅵ　特別利益Ⅵ　特別利益

1.2%1.2%7897891.0%1.0%685685経経 常常 利利 益益

0.5%0.5%3533530.2%0.2%131131　　　　 法人税法人税等等

0.7%0.7%514514

前第前第22四半期連結累計期間四半期連結累計期間

（自　平成（自　平成2121年年44月月11日　　日　　

至　平成至　平成2121年年99月月3030日日））

0.3%0.3%260260

当第当第22四半期連結累計期間四半期連結累計期間

（（自　平成自　平成2222年年44月月11日　　日　　

至　平成至　平成2222年年99月月3030日日））

当期純利益当期純利益

（単位：百万円）（単位：百万円）

平成平成2233年年33月期月期 中間決算及び事業報告中間決算及び事業報告
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③③ 四半期連結キャッシュ・フロー計算書四半期連結キャッシュ・フロー計算書
　（平成　（平成2222年年44月月11日～平成日～平成2222年年99月月3030日）日）

平成平成2233年年33月期月期 中間決算及び事業報告中間決算及び事業報告

00現金及び現金同等物に係る換算差額現金及び現金同等物に係る換算差額

1,013△701財務活動によるキャッシュ・フロー財務活動によるキャッシュ・フロー

△86△426投資活動によるキャッシュ・フロー投資活動によるキャッシュ・フロー

△752854営業活動によるキャッシュ・フロー営業活動によるキャッシュ・フロー

1,072773現金及び現金同等物の四半期末残高現金及び現金同等物の四半期末残高

8971,046現金及び現金同等物の期首残高現金及び現金同等物の期首残高

175△273現金及び現金同等物の増減額（△は減少）現金及び現金同等物の増減額（△は減少）

当第当第22四半期四半期

連結累計期間連結累計期間

（自　平成（自　平成2222年年44月月11日　　日　　

至　平成至　平成2222年年99月月3030日）日）

前第前第22四半期四半期

連結累計期間連結累計期間

（自　平成（自　平成2121年年44月月11日　　日　　

至　平成至　平成2121年年99月月3030日）日）

（単位：百万円）（単位：百万円）
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３３..平成平成2323年年33月期月期 中間決算事業報告中間決算事業報告

当第当第22四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、円高等の影響により輸出四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、円高等の影響により輸出

産業の不振、株価の低迷、消費市場のデフレ化等、景気は依然として足踏み状産業の不振、株価の低迷、消費市場のデフレ化等、景気は依然として足踏み状
態が続いております。態が続いております。
また、当社グループが属する流通業界におきましても、依然として厳しい競争また、当社グループが属する流通業界におきましても、依然として厳しい競争

環境下におかれております。環境下におかれております。
このような状況のもと、当期も引き続き以下の５つの施策を柱として、高収益このような状況のもと、当期も引き続き以下の５つの施策を柱として、高収益

体質への改善を図ってまいりました。体質への改善を図ってまいりました。

①キャッシュ・フロー経営の徹底①キャッシュ・フロー経営の徹底
　「キャッシュ・フロー経営」を徹底することにより財務体質の強化を図り、　「キャッシュ・フロー経営」を徹底することにより財務体質の強化を図り、

　企業価値を高めるとともに株主価値を最大化させてまいりました。　企業価値を高めるとともに株主価値を最大化させてまいりました。

②生産性の向上やコスト改善による収益構造の改革②生産性の向上やコスト改善による収益構造の改革
　全業務プロセスを見直し、生産性の向上やコスト改善により、収益性の高い　全業務プロセスを見直し、生産性の向上やコスト改善により、収益性の高い

　企業体質への改善を進めてまいりました。　企業体質への改善を進めてまいりました。

③専売品を軸としたマーチャンダイジング機能の強化③専売品を軸としたマーチャンダイジング機能の強化
　高粗利益商品である専売品を軸としたマーチャンダイジング機能を強化して　高粗利益商品である専売品を軸としたマーチャンダイジング機能を強化して

　まいりました。　まいりました。

平成平成2233年年33月期月期 中間決算及び事業報告中間決算及び事業報告
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３３..平成平成2323年年33月期月期 中間決算事業報告中間決算事業報告

④人材育成の強化④人材育成の強化
　当社の人材育成プログラムである『ＣＢＣアカデミー』を継続し、論理思考　当社の人材育成プログラムである『ＣＢＣアカデミー』を継続し、論理思考

　やプレゼンテーションスキル、マーケティング知識、財務知識、マネージメ　やプレゼンテーションスキル、マーケティング知識、財務知識、マネージメ
　ント能力開発など、一般社員の知識能力のレベルアップと経営幹部候補の育　ント能力開発など、一般社員の知識能力のレベルアップと経営幹部候補の育
　成を行ってまいりました。　成を行ってまいりました。

⑤地域卸事業（地域卸様との共同による地域密着小売店様への商品供給の充実⑤地域卸事業（地域卸様との共同による地域密着小売店様への商品供給の充実
　と効率化）の強化　と効率化）の強化
　効率的・効果的なサプライチェーンの全体最適の仕組みを研究し、地域卸売　効率的・効果的なサプライチェーンの全体最適の仕組みを研究し、地域卸売

　業者との取り組み強化を推進してまいりました。　業者との取り組み強化を推進してまいりました。

子会社７社を含めた当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は子会社７社を含めた当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は670670億億55百万百万
円（前年同期比円（前年同期比15.2%15.2%増）となりました。当第１四半期に引き続き専売品や付加増）となりました。当第１四半期に引き続き専売品や付加
価値の高い商品を軸にしたことにより売上総利益は価値の高い商品を軸にしたことにより売上総利益は9696億億77千千99百万円（前年同期百万円（前年同期
比比1.71.7％増）売上総利益率は、前年同期比で％増）売上総利益率は、前年同期比で0.7%0.7%向上し向上し14.4%14.4%となりました。生となりました。生
産性の向上やコスト改善により、販売費及び一般管理費は産性の向上やコスト改善により、販売費及び一般管理費は9191億億33千千33百万円（前百万円（前
年同期比年同期比1.3%1.3%減）となりました。減）となりました。

以上の結果、営業利益は以上の結果、営業利益は55億億44千千66百万円（前年同期比百万円（前年同期比102.6%102.6%増）、経常利益は増）、経常利益は77
億億88千千99万円（前年同期比万円（前年同期比15.2%15.2%増）、当期より資産除去債務会計基準の適用に伴増）、当期より資産除去債務会計基準の適用に伴
う影響額う影響額11億億66千千11百万円を計上したことにより、四半期純利益は百万円を計上したことにより、四半期純利益は22億億66千万円（前千万円（前
年同期比年同期比49.5%49.5%減）となりました。減）となりました。

平成平成2233年年33月期月期 中間決算及び事業報告中間決算及び事業報告
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４４..平成平成2323年年33月期月期 連結業績予想の修正について連結業績予想の修正について

　　当第当第22四半期連結累計期間の業績は、利益率の高い商材の売上と物流受託収入が四半期連結累計期間の業績は、利益率の高い商材の売上と物流受託収入が

増加したことにより利益増となりました。また、経費の削減等により、営業利益、増加したことにより利益増となりました。また、経費の削減等により、営業利益、
経常利益、純利益が当初の予想を上回る見通しとなりました。これに伴い、平成経常利益、純利益が当初の予想を上回る見通しとなりました。これに伴い、平成
2222年年1111月月22日に「業績予想の修正に関するお知らせ」を公表いたしました。日に「業績予想の修正に関するお知らせ」を公表いたしました。

平成平成2233年年33月期月期 中間決算及び事業報告中間決算及び事業報告

平成平成2323年年33月期月期 第第22四半期（累計）連結業績予想数値　　－平成四半期（累計）連結業績予想数値　　－平成2222年年44月月11日～平成日～平成2222年年99月月3030日－日－

1202893061,005増減額（Ｂ－Ａ）増減額（Ｂ－Ａ）

23.6726078954667,005今回発表予想（Ｂ）今回発表予想（Ｂ）

685

1,000

58.0

百万円百万円

500

経常利益経常利益

46.19

43.36

514

480

270

480

69,115

132,000

〈参考〉〈参考〉

前期第前期第22四半期実績四半期実績

（平成（平成2222年年33月期第月期第22四半期）四半期）

当期通期実績当期通期実績

（平成（平成2323年年33月期）月期）

85.8127.91.5増減率（％）増減率（％）

円円 銭銭

12.65
百万円百万円

140
百万円百万円

240
百万円百万円

66,000前回発表予想（Ａ）前回発表予想（Ａ）

11株当たり株当たり

四半期純利益四半期純利益四半期純利益四半期純利益営業利益営業利益売上高売上高

注．通期の業績予想につきましては、国内の景気動向が依然として不透明であるため、現時点での変更は行いません。今後の注．通期の業績予想につきましては、国内の景気動向が依然として不透明であるため、現時点での変更は行いません。今後の
業績推移に応じて、修正の必要が生じた場合には速やかに公表いたします。業績推移に応じて、修正の必要が生じた場合には速やかに公表いたします。
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５５.. 利益配分に関する基本方針と利益配分に関する基本方針と当期の配当について当期の配当について

　　当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要施策として位置付当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要施策として位置付
け、常に経営基盤の強化および将来の事業展開に備えるための内部留保にけ、常に経営基盤の強化および将来の事業展開に備えるための内部留保に
つとめ、業績に応じた利益還元を安定的かつ継続的に行うことを基本方針つとめ、業績に応じた利益還元を安定的かつ継続的に行うことを基本方針
としております。としております。

　　現時点におきまして、平成現時点におきまして、平成2323年年33月期の期末配当は当社普通株式月期の期末配当は当社普通株式11株につ株につ
きき88円円を予定させていただいております。を予定させていただいております。

平成平成2233年年33月期月期 中間決算及び事業報告中間決算及び事業報告
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６６.. 当社の事業内容当社の事業内容

①① 主要な事業内容及び事業所主要な事業内容及び事業所

当社企業集団は、子会社を含む当社企業集団は、子会社を含む88社で構成されており、主に化粧品・日用雑貨などお客社で構成されており、主に化粧品・日用雑貨などお客

様に価値ある商品とサービスを提供し、ヘルス＆ビューティーの分野において消費者に快様に価値ある商品とサービスを提供し、ヘルス＆ビューティーの分野において消費者に快
適な生活を営んでいただくための、お手伝いをすることを使命に事業活動を展開しており適な生活を営んでいただくための、お手伝いをすることを使命に事業活動を展開しており
ます。ます。

当社は、化粧品・日用雑貨・医療衛生用品などの生活関連用品を、主に国内のメーカー当社は、化粧品・日用雑貨・医療衛生用品などの生活関連用品を、主に国内のメーカー
から仕入れて、首都圏を中心に関西及び東海地区の量販店・百貨店ドラッグストア・ホーから仕入れて、首都圏を中心に関西及び東海地区の量販店・百貨店ドラッグストア・ホー
ムセンター・専門店・有力卸店などへの卸売を業務としている日用雑貨事業です。ムセンター・専門店・有力卸店などへの卸売を業務としている日用雑貨事業です。

株式会社シービックは、国内及び海外から商品を輸入・加工して、主に卸売業者に販売株式会社シービックは、国内及び海外から商品を輸入・加工して、主に卸売業者に販売
するメーカー事業を展開しています。また、株式会社エナスは、中央物産の専売品としてするメーカー事業を展開しています。また、株式会社エナスは、中央物産の専売品として
ニッチ分野の商品を輸入、開発し、中央物産のマーチャンダイジングにおける高付加価値ニッチ分野の商品を輸入、開発し、中央物産のマーチャンダイジングにおける高付加価値
化に貢献することを目指しております。化に貢献することを目指しております。

株式会社ＣＢフィールド・イノベーションは、小売店の店頭を活性化させるフィールド株式会社ＣＢフィールド・イノベーションは、小売店の店頭を活性化させるフィールド
マーチャンダイジング請負事業を展開しております。マーチャンダイジング請負事業を展開しております。

紙製品カテゴリーの強化を目的として子会社化した、アルボ株式会社、株式会社システ紙製品カテゴリーの強化を目的として子会社化した、アルボ株式会社、株式会社システ
ムトラスト及び株式会社五色屋は、首都圏を中心に紙製品を主とした日用雑貨品を仕入れ・ムトラスト及び株式会社五色屋は、首都圏を中心に紙製品を主とした日用雑貨品を仕入れ・
販売する卸売を事業としております。なお、この販売する卸売を事業としております。なお、この33社は当年社は当年44月をもって合併し、株式会社月をもって合併し、株式会社

カルタスとなりました。カルタスとなりました。

当年当年88月月1212日に設立した株式会社ｅ－日に設立した株式会社ｅ－NOVATIVENOVATIVE（（呼称：イノヴェイティブ）呼称：イノヴェイティブ）は、は、当社当社

及び当社グループ企業が取扱う日用消費財を対象に、インターネットによる通信販売及び当社グループ企業が取扱う日用消費財を対象に、インターネットによる通信販売をを事事
業業としております。としております。

平成平成2233年年33月期月期 中間決算及び事業報告中間決算及び事業報告
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＜中央物産グループ事業所一覧＞＜中央物産グループ事業所一覧＞

つくばロジスティクスセンター

名古屋支店
名古屋営業所

関西支店
東大阪ロジスティクスセンター
茨木ロジスティクスセンター

広島営業所

福岡営業所

東扇島ロジスティクスセンター

神奈川アネックス
伊勢原ロジスティクスセンター

静岡支店
吉田ロジスティクスセンター

静岡事務センター
静岡ロジスティクスセンター

本　社
医薬品備蓄センター

（株）シービック
（株）エナス
（株）カルタス
（株）ＣＢフィールド・イノベーション
（株）ｅ‐NOVATIVE

久喜ロジスティクスセンター
新白岡ロジスティクスセンター
越谷ロジスティクスセンター
埼玉アネックス

豊橋ロジスティクスセンター

※※20102010年年1010月月11日現在日現在

平成平成2233年年33月期月期 中間決算及び事業報告中間決算及び事業報告
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②② 当社グループ組織図当社グループ組織図

中央物産株式会社中央物産株式会社中央物産株式会社

営業本部営業本部営業本部 物流本部物流本部物流本部 管理本部管理本部管理本部 子会社子会社子会社

物流部物流部
　各ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽｾﾝﾀｰ　各ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽｾﾝﾀｰ
業務部業務部

経理部経理部
財務部財務部
管理ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ部管理ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ部
総務人事部総務人事部
労務部労務部
ｼｽﾃﾑ部ｼｽﾃﾑ部

〈メーカー事業〉〈メーカー事業〉
((株株))シービックシービック

〈中間流通事業〉〈中間流通事業〉
((株株))CBCBﾌｨｰﾙﾄﾞ･ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ･ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
((株株))エナスエナス
((株株))カルタスカルタス
((株株))ｅｅ--NOVATIVENOVATIVE

〈〈東日本支社〉東日本支社〉
広域第一部　　販売一部広域第一部　　販売一部
広域第二部　　販売二部広域第二部　　販売二部
広域第三部広域第三部

〈〈西日本支社〉西日本支社〉
静岡支店　　　関西支店静岡支店　　　関西支店
名古屋支店　　広域第四部名古屋支店　　広域第四部

〈特販・卸支社〉〈特販・卸支社〉
特販営業部　　卸営業部特販営業部　　卸営業部

〈ＭＤ統括部〉〈ＭＤ統括部〉
ＭＤ第一部　　営業企画部ＭＤ第一部　　営業企画部
ＭＤ第二部ＭＤ第二部

※※20102010年年1212月月11日現在日現在

平成平成2233年年33月期月期 中間決算及び事業報告中間決算及び事業報告
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③③ 当社事業及び関係会社のご紹介当社事業及び関係会社のご紹介

青山・マーチャンダイジングスタジアム青山・マーチャンダイジングスタジアム

　　本年３月にリニューアルいたしました、青山・マーチャンダイジングスタジアムは、本年３月にリニューアルいたしました、青山・マーチャンダイジングスタジアムは、弊社が弊社が
掲げる掲げる““新中間流通業｢カテゴリー・コントラクター｣新中間流通業｢カテゴリー・コントラクター｣””提唱の一環として、得意先小売店様に貢提唱の一環として、得意先小売店様に貢

献できるマーチャンダイジング機能を体験していただく場所です。『鮮度・意外性・期待感』献できるマーチャンダイジング機能を体験していただく場所です。『鮮度・意外性・期待感』
をコンセプトに、実際に商品を手に取ってもらい、『新しい切り口』『旬』を体感してもらうをコンセプトに、実際に商品を手に取ってもらい、『新しい切り口』『旬』を体感してもらう
と同時に、「Ｃと同時に、「Ｃ--ＣＡＰ」システムをもとにしたマーチャンダイジング提案と得意先小売店様ＣＡＰ」システムをもとにしたマーチャンダイジング提案と得意先小売店様
との取り組みの場として有効的に活用されております。との取り組みの場として有効的に活用されております。

　インポート提案、カテゴリー提案等の　インポート提案、カテゴリー提案等の
ほか、様々な切り口から中央物産独自のほか、様々な切り口から中央物産独自の
マーチャンダイジングを提案いたします。マーチャンダイジングを提案いたします。

平成平成2233年年33月期月期 中間決算及び事業報告中間決算及び事業報告
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久喜ロジスティクスセンター久喜ロジスティクスセンター

　平成　平成2121年年77月に開設した久喜ロジスティクスセンターは、『人の知恵で動かすロジスティ月に開設した久喜ロジスティクスセンターは、『人の知恵で動かすロジスティ

クス』をコンセプトに、機械クス』をコンセプトに、機械でではは成し成し得ない「人の力／能力・判断力・フレキシビリティ・得ない「人の力／能力・判断力・フレキシビリティ・
あたたかさ」を最大限に活用して、時代の要請に応えながら先を見据えた次世代ロジスティあたたかさ」を最大限に活用して、時代の要請に応えながら先を見据えた次世代ロジスティ
クスに挑戦しています。クスに挑戦しています。

平成平成2233年年33月期月期 中間決算及び事業報告中間決算及び事業報告
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（事業内容）（事業内容）

　インターナショナルなパーソナルケア製品の製造、輸入、商品　インターナショナルなパーソナルケア製品の製造、輸入、商品企画企画

　および　および販売を営んでおります。販売を営んでおります。全国全国優良卸店（化粧雑貨、医療優良卸店（化粧雑貨、医療器具器具

　　薬品薬品、、靴付属品等）約靴付属品等）約350350社を通じ、社を通じ、量販店量販店、、薬局薬局・薬店、・薬店、バラエティバラエティ

　　ストアストア、コンビニエンスストア、ホームセンター等を販路として、コンビニエンスストア、ホームセンター等を販路としておお

　　りますります。。

（沿　革）（沿　革）

　中央物産株式会社のメーカー部門の中央ホームプロダクツ事業部　中央物産株式会社のメーカー部門の中央ホームプロダクツ事業部とと

　子会社　子会社（合弁会社）メイベ（合弁会社）メイベリリン株式会社を合併し、平成ン株式会社を合併し、平成33年年1010月月1616日日
　に　に中央物産株式会社中央物産株式会社100100％出資のメーカー部門の子会社として設立％出資のメーカー部門の子会社として設立し　し　

　平成　平成44年年11月月11日より営業を開始いたしました。日より営業を開始いたしました。

（本社所在地）（本社所在地）

　　〒〒107107--8545  8545  東京都港区南青山東京都港区南青山22--55--1717
　　TEL 03TEL 03（（54145414））0777  0777  　　FAX 03FAX 03（（54145414））28612861

（主要な販売ブランド）

（事業内容）（事業内容）

　　家庭紙及び紙製品を中心とする日用雑貨品の卸売事業です。家庭紙及び紙製品を中心とする日用雑貨品の卸売事業です。

（沿　革）（沿　革）

　アルボ　アルボ㈱・㈱㈱・㈱システムトラスト・システムトラスト・㈱㈱五色屋の３社五色屋の３社がが、、本年本年４４月を月をもってもって

　合併　合併し、し、㈱㈱カルタスカルタスにになりました。なりました。

（本社所在地）（本社所在地）

　　〒〒103103--00150015　　東京都中央区日本橋箱崎町東京都中央区日本橋箱崎町4141--1212
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本橋第日本橋第二ビル二ビル22F F 
　　TEL 03TEL 03（（36623662））35483548 　　FAX 03FAX 03（（36623662））35533553

平成平成2233年年33月期月期 中間決算及び事業報告中間決算及び事業報告
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７７.. 参考参考

①① 役員の状況役員の状況

物流本部長物流本部長

管理本部副本部長管理本部副本部長

営業本部副本部長営業本部副本部長

営業本部営業本部 広域第一部管掌広域第一部管掌

営業本部副本部長営業本部副本部長

管理本部長管理本部長

営業本部長営業本部長

担　当担　当

益子　政一益子　政一取締役取締役

原　幸男原　幸男専務取締役専務取締役

尾田　寛仁尾田　寛仁専務取締役専務取締役

児島　誠一郎児島　誠一郎代表取締役社長代表取締役社長

丸山　源一丸山　源一取締役会長取締役会長

松島　淑雄松島　淑雄取締役取締役

小川　實小川　實取締役取締役

加藤　雅之加藤　雅之取締役取締役

提坂　直弘提坂　直弘取締役取締役

宮腰　守也宮腰　守也常勤監査役常勤監査役

永井　幸雄永井　幸雄常勤監査役常勤監査役

臼井　義眞臼井　義眞監査役監査役

椙山　智椙山　智監査役監査役

氏　名氏　名役職名役職名

平成平成2233年年33月期月期 中間決算及び事業報告中間決算及び事業報告
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②② 株式の状況（平成株式の状況（平成2222年年99月月3030日現在）日現在）

12,309,24412,309,244株株◆発行済株式総数◆発行済株式総数

887887名名◆株主数◆株主数

49,000,00049,000,000株株◆発行可能株式総数◆発行可能株式総数

4.98 %4.98 %613613千株千株丸山　源 一

3.64 %3.64 %448448千株千株ＳＭＢＣフレンド証券

3.77 %3.77 %463463千株千株丸山　啓

4.46 %4.46 %548548千株千株中央物産従業員持株会

8.48 %8.48 %1,0441,044千株千株中央物産共栄会

2.89 %2.89 %355355千株千株児島　なおみ

2.67 %2.67 %328328千株千株㈱東京タキタ

2.58 %2.58 %317317千株千株丸山　晋一郎

303303千株千株

1,5601,560千株千株

持株数持株数

12.68 %12.68 %セントラル商事㈱

2.47 %2.47 %㈱三井住友銀行

持株比率持株比率株主名株主名

注．上記には、当社が保有する自己株式注．上記には、当社が保有する自己株式 1,317,1051,317,105株株 は含まれておりません。は含まれておりません。

平成平成2233年年33月期月期 中間決算及び事業報告中間決算及び事業報告
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ＥＮＤＥＮＤ

平成平成2233年年33月期月期 中間決算及び事業報告中間決算及び事業報告


